
寄附講義「会社研究」令和６年度 第１回目 

   令和６年４月１０日(水) １３時１０分 

   講師 大分市教育委員会・大分市歴史資料館 山﨑 敦夫 氏 

テーマ：「禍福は糾える縄の如し」        

 本年度第１回目の寄附講座は、昭和５８年３月に本校大分大学経済学部を卒

業され株式会社トキハへ入社、現在大分市歴史資料館に勤務されている 山﨑 

敦夫 先輩による、「禍福は糾える縄の如し」という講義となりました。山崎さ

んは大分県が導入した民間人出身校長第 1 期生というキャリアをお持ちでもあ

ります。「禍福は糾える縄の如し」とは幸福と不幸は交互にやってくるものだと

いう意味だが、いつ何時どちらがやってきても対応できるよう知識と感性を高

めておきましょう、心理学的には同じ行動を７回意識してすれば習慣になり身

につきますと述べられた。 

・社会人として必要な考え方： 

１）勤労観 

① 呪いの勤労観の持ち主・・・１日中ブツブツ文句を言う 

② あきらめの勤労観の持ち主・・・生活の為 

③ 喜びの勤労観の持ち主・・・自分がやっていることに充実感を持つこと

ができる 

２）仕事の価値は顧客満足度で仕事の価値を測る 

３）真実の瞬間とは最前線の従業員の最初の１５秒間の接客態度が企業の命運

を左右する瞬間のこと。 



①  航空券を忘れたビジネスマンの搭乗を現場スタッフの判断で認めた１

年間で赤字から脱却した「スカンジナビア航空」は組織図をお客様が最

高位にある顧客志向型の逆ピラミッド型の組織図に変えている。 

② アメリカの「ノードストローム」というデパートでは返品を１００％受

け付ける、販売品目ではないタイヤの返品をも受け付けた事をエピソー

ドとして語り継いでいる。 

③ 役所・病院・タクシー業界が現在一生懸命顧客志向型に変わろうとして

いる。 

・仕事の効率を高めるための３条件 

１）労働条件：給与や労働条件は会社や組織から与えられる、個人の力では難し

い 

２）人間関係：良好な人間関係を築く為には一人一人のコミュニケーション能

力を養っていくことが大切である 

３）やる気：ダニエル・ピンクという社会学者の著書「モチベーション 3.0」の

中に書かれている。 

・コミュニケーション能力を高める 

１）コミュニケーションに於ける言語力と非言語力 

言葉そのものが伝える割合は７％、動作・表情等伝え方が９３％である。 

アメリアの学生は多数演劇科に所属して社会人になった時に備えてコミュニケ

ーション能力を養っている。相手の話をよく聞く 

２）大切なのは心の動き 



① 状況判断、②先取り、③弱い人に優しく、④選択の余地：複数の選択肢

を用意する 

３）テクニックとしての体の動き 

① 表情、②姿勢、③アイコンタクト、④ジェスチャー、⑤相手との向き（警

戒心を起こされないよう心臓と反対の右から話しかける等）、⑥相手との

距離、⑦同調行動、⑧状況情報の収集、⑨発声 

４）情報が集まる人の特徴（感じが良い人） 

① 態度、②表情、③動作（物を渡す時は両手で受け渡しをすること）、④言

葉使い（その人の人格が分かる）、⑤身だしなみ（清潔感） 

・やる気を高めるために必要なこと 

１）自分で決める 

２）成長が実感できる 

３）目的が明確である 

・成果を上げる為のセルフマネジメント 

１）時間管理：時間は平等、どのように使うかで差が出てくる 

２）貢献：社会とどう関わっているか理解する 

３）強み：長所を伸ばす（長所伸長方） 

４）集中：あれもこれもはダメ、一つのことに集中する事 

５）意思決定：直面している問題を正しく理解する 

最後にビクトール・フランクル著「夜と霧」の言葉「どんな時も人生には意味

がある、あなたの持っている”誰か”がいて、あなたを待っている”何か”がおる。



そしてその”何か”や”誰か”の為にあなたができることがある」を頂きました。 

以上 

 


